
・開催の目的：災害時の支援における相互理解
・日時：10月4日（土）
・場所：バイタルネット本社（予約済）
・定員：40～50人
・研修会スケジュール
司会：大内
15:00～15:05 開会のあいさつ（opening）：加茂会長or山田顧問or担当副会長（5分）

薬務課さんより挨拶（5分？）
15:05～16:25 一般講演：災害発生時の支援スキームについて紹介 （各20✕4）

①県薬：20分 演者：高橋文章先生
②県病：20分 演者：大内
③日赤：20分 演者：中村隆志先生（日赤）（仮）
④支援者側の支援モラルについて：20分 演者：武田先生
（必要時質疑応答）

16:25～16:45 展示車の見学（20分）
（モバイルファーマシー、ジムニー、ピックアップトラックの3台を展示）
16:45～17:10 パネルディスカッション（25分）

「今後の県薬・県病連携について」など議題は今後検討
担当者：①～④の演者

17:10（17:15？＋薬務課さん） 閉会のあいさつ：高橋文章先生⇒猪岡先生？（検討中）

令和8年度 県薬・県病 合同 災害対策委員会研修会

薬剤師による災害時の医療支援を考える

～お互いの災害時支援を知ろう2026～

お申込みはこちら※裏面のお申込みに関する注意点をご確認ください

10月17日（土） 15:00～17：10日時

場所 株式会社バイタルネット本社 2階会議室(現地開催のみ)

15:00～15:05 opening remarks

一般社団法人宮城県薬剤師会 会長 加茂 雅行

15:05～15:40 一般講演①【災害発生時の支援スキームについて考える】

『宮城県における災害発生時の対応について』
宮城県保健福祉部 薬務課薬事温泉班 技師 櫻井 貞孔 様

『災害時の医薬品の供給における対応』
（一社）日本医薬品卸売業連合会 業務システム委員会 委員長 （株）バイタルネット 取締役執行役員 物流本部長 古井 直栄 様

15:40～16:00 災害支援車の見学（モバイルファーマシー等）

16:00～17:00 一般講演②【災害発生時の支援スキームについて考える】

『宮城県薬剤師会の被災地支援～能登半島地震編～』
宮城県薬剤師会 災害対策委員会 副委員長 武田 雄高

『災害時における薬剤師の派遣・支援体制等について』
宮城県病院薬剤師会 災害対策委員会 委員長 大内 友季江

『日本赤十字社およびDMATの災害対応について』
宮城県病院薬剤師会 災害対策委員会 副委員長 中村 隆志

17:10 closing remarks 一般社団法人宮城県病院薬剤師会 副会長 猪岡 京子

司会進行 宮城県病院薬剤師会 災害対策委員会 委員長 大内 友季江

（一社）宮城県薬剤師会会員

主催：（一社）宮城県薬剤師会・（一社）宮城県病院薬剤師会 共催：宮城県医薬品卸組合 後援：宮城県

（一社）日本病院薬剤師会会員 その他の方

対象

参加費
無料

定員：50名

※事前参加登録は、令和8年10月15日（木）までにお願いいたします。

県薬・県病会員をはじめ、災害医療や災害支援に興味のある方、今後県薬・県病とともに活動したい方
「災害はよく分からない」「これから学んでみたい」という方も大歓迎です！
災害時の対応についてみんなで一緒に考えてみませんか

内容

https://forms.gle/g3FehRG9gdfNW6WB6 https://forms.gle/rb51hsdR96DSfvJ56https://forms.gle/AGrhMK2wTuyTwc3h8
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お申込みに関する注意点・お問い合わせ

会場案内

※駐車場はありませんので公共交通機関でお越しください

◆ 日本薬剤師研修センターPECSによる1単位申請中

◆ 申込時に、氏名、薬剤師番号、住所、連絡先、施設名、
メールアドレス、研修単位の要否等が必要になります。

◆ 本申込フォームにご記入いただきました個人情報は、研
修会開催および日本薬剤師研修センター薬剤師研修・認
定電子システム（PECS）単位付与のために使用し、この
目的以外は使用しません。

◆ 参加された方には、災害時に支援協力（任意）のお願い
をすることがあります。

【お問い合わせ窓口】本研修会に関するお問い合わせ
がございましたら、下記担当にご連絡ください。

  宮城県薬剤師会事務局 TEL : 022-391-1180

◆ 日病薬薬学認定薬剤師制度研修領域Ⅳ‐1
（1単位） （申請中）

◆ 単位発行には日本病院薬剤師会会員管理システム
（HOPESS）の登録が必須となります。

◆ 日病薬非会員の方で研修 単位が必要な方も、事前に
HOPESSに登録をお願いします。

◆ 申込時に、氏名、薬剤師登録番号、施設名、メールアドレ
ス、研修単位の要否が必要です。

◆ メールアドレスは事務 連絡のため、必要により宮城県病
院薬剤師会事務局に開示いたします。

◆ 研修会後にHOPESSの単位申請画面へのURL又はQR

コードが表示されます。セミナー中に提示されたキー
ワード を入力して単位を申請してください。

◆ 講演開始後15分以降の入室及び途中退室すると単位は
発行されません。

◆ ご視聴の際は、録音、録画、画面の写真撮影はご遠慮く
ださい。

【お問い合わせ窓口】 本研修会に関するお問い合わせ
がございましたら、下記担当にご連絡ください。
担当： 災害対策委員会 大内
pharm.spellman@gmail.com

（一社）宮城県薬剤師会会員 （一社）日本病院薬剤師会会員・その他の方
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